
経営比較分析表（令和6年度決算）
香川県三豊総合病院企業団　三豊総合病院

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核） グラフ凡例
当該病院値（当該値）

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症） 許可病床（合計） － 類似病院平均値（平均値）

条例全部 病院事業 一般病院 400床以上～500床未満 その他 412 - - ■

令和6年度全国平均

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 不採算地区中核病院 看護配置 最大使用病床（一般） 最大使用病床（療養） 最大使用病床（一般＋療養）

直営 29 対象 ド 透 I 訓 ガ 救 臨 が 感 へ 災 地 輪 - 4 416 【】

- 年度 - 年度 - 年度

- 434

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
経営強化に係る主な取組（直近の実施時期）

1. 経営の健全性・効率性
機能分化・連携強化

地方独立行政法人化 指定管理者制度導入
（従来の再編・ネットワーク化を含む）

- 44,942 - 第２種該当 １０：１ 434

Ⅰ 地域において担っている役割
当院は香川県の西部保健医療圏である観音寺市、三豊市における中
核病院であり、四国中央市や徳島県西部においても重要な位置づけ
となっている。これらの地域の住民へ安心安全な医療を提供するこ
とを使命としており、救急医療や高度先進医療の提供、がん診療、
地域医療支援病院としての地域医療連携の推進などの役割を持つ。
近年では「地域がん診療連携拠点病院」として手術支援ロボットの
導入、最新鋭の高度放射線治療システムも導入し、日本人の2人1人
が罹患すると言われている「がん」に対する治療が特に大きな役割
になってきている。

R02 R03 R04 R05 R06 R02 R03 R04 R06 R02 R03 R04 R05 R06R05 R06 R02 R03 R04 R05

当該値 94.6 96.5 94.2 97.0 93.8当該値 104.4 105.3 103.2 101.3 98.0 当該値 73.9 74.2 74.8 78.6 76.0当該値 88.1 90.5 88.5 91.7 88.5

平均値 87.5 89.4 88.9 89.2 87.5平均値 103.9 106.6 103.5 96.8 93.6 平均値 68.4 68.2 68.4 70.9 73.5平均値 84.9 86.9 86.4 86.7 85.0

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

経常収支比率が100％を下回ったが、これは全国的に発生しているこ
とであり当院は類似病院の平均値よりも高い数値に位置している。
入院単価は全身麻酔の増加や高度医療機器の導入を積極的に行うこ
とによって年々増加し、60,000円を上回っている。外来単価につい
ては18,000前後で安定しており減少傾向にはない。
病床を削減したため、今後は病床利用率85％を目標にし収益を増加
させ、経営状態を回復させることで、欠損金を発生させないよう努
める。

2. 老朽化の状況について

R02 R03 R04 R05 R06 R02 R05 R06 器械備品の減価償却率が例年全国平均よりも高い数値を示している
が、これは適切なメンテナンスや修繕を実施し、長寿命化を計画的
に実施しているためであり、老朽化によって質が低下するもではな
い。
建物についても新棟を竣工して間もないことや、病院機能の中心を
担う西棟が平成23年竣工であるため老朽化による質の低下は考えら
れない。
1床当たりの有形固定資産は大きく増加しているが、病床数を削減し
たためであり、過剰な投資をしている背景はないと考えている。

R06 R02 R03 R04

24.0 24.1 23.5 23.7 25.354.4 当該値58,085 当該値

R04 R05R03 R04 R05 R06 R02 R03

平均値 63,766 66,386 69,418 70,803

59.1 54.2 55.4 53.117,838 18,277 17,831 18,078 17,880 当該値

18,423 19,190 19,216 20,167

当該値 52,485 53,628 54,452 53,565

28.3

2. 老朽化の状況

全体総括

物価の高騰、少子高齢化の進展、東京への一極集中、国の財政事情
の悪化、医師の偏在、地方における若年人口の減少に伴う医療ス
タッフ不足等が原因となり医療を取り巻く環境は年々厳しさを増し
ている。当院も例外なく影響を受け、昭和５６年度以来の純損失を
計上した。人件費の高騰による給与費の増加や物価の高騰による材
料費・消費税支出の増加が、診療報酬には完全に反映されておら
ず、費用面において今後も厳しい状態が継続すると思われる。しか
し、純損失を計上したことにより職員の経営意識が高まりつつある
ことや、長年固定資産を長く使えるよう務めてきたためキャッシュ
の流出を抑えることができていること等、経営状況の改善に向けて
の兆しもあるため、今後も経営形態の見直しは検討せずに運営して
く。

R02 R03 R04 R05 R06 R02

56.0 平均値 26.2 26.3 26.3 28.020,434 平均値 56.7 54.2 53.9 54.172,068 平均値

R05 R06

当該値 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 当該値 62.3

R04 R05 R06 R02 R03 R04R03 R04 R05 R06 R02 R03

50,999,749 52,150,771 56,712,784 63,221,462

平均値 40.8 40.4 33.8 29.9 30.4

84.4 80.4 81.3 85.3 当該値 51,207,16765.1 66.6 64.1 67.4 当該値 82.1

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

平均値 49,637,382 50,098,024 50,586,262 51,878,916 54,395,530平均値 69.8 69.7 68.8 68.6 69.5平均値 56.8 58.5 57.4 57.3 57.9
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①有形固定資産減価償却率(％)
【58.0】
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②器械備品減価償却率(％)
【70.8】
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③１床当たり有形固定資産(円)
【53,183,039】
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⑧材料費対医業収益比率(％)
【26.7】
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⑦職員給与費対医業収益比率(％)
【57.7】
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⑥外来患者１人１日当たり収益(円)
【18,510】
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⑤入院患者１人１日当たり収益(円)

【63,608】
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⑨累積欠損金比率(％)
【54.3】


